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教育目標『健康でたくましく生きる生徒』『自ら進んで学習する生徒』『思いやりをもち奉仕する生徒』

第１学期終業式 （７月２０日）

７２日間の１学期が終了し第１学期終業式を
行いました。暑い中でしたが、生徒は式にふさ
わしい態度で終業式に臨んでいました。
＜学年代表発表＞
終業式の中で、１学年代表：小田琉依さん、2学年代表：志賀娃月さん、３学年代表：會川光

樹さんが「１学期の反省」を全校生の前で堂々と発表しました。それぞれに代表としてふさわし
い素晴らしい発表でした。

教職員研修「服務倫理委員会」 （７月２０日）
教職員研修として「服務倫理委員会」を行いました。今回は、１学
年が問題を提起し、「教師の不適切指導をなくすために」というテー
マで教職員全員で考え意見交換を行いました。班ごとに話し合ったこ
とを発表し「生徒一人一人が大切な存在であることを自覚し、その子に合った関わり方、成長を促す指導
が何より大事である。」というまとめに至りました。今後も、チームとしてお互いに支え合いながら、子
どもたちへの指導ができるチーム力のある職場づくりに努めてまいりたいと思います。

教職員研修「心肺蘇生法・ＡＥＤ研修会」 （７月２０日）
夏休みに入るにあたり、教職員で心肺蘇生法・ＡＥD講習会を行いま
した。養護教諭の遠藤加奈先生が講師を務め、実際に人形を使い心臓
マッサージやAEDの装着の方法を全員で学びました。また、アナフィ
ラキシーショックの際のエピペンの使い方、熱中症の症状が出た場合
の救急処置についても資料や事例集を基に再確認しました。部活動等
では、熱中症予防や事故防止に最善の注意を払って指導しております
が、いざという時に、我々教職員も慌てずに最善の対応がとれるよう真剣に研修に臨んでいました。

県中体連総合大会結果 （7月22～2４日）

☆☆祝 バスケットボール東北大会出場☆☆
福島県中学校体育大会が22日～24日に行われ、本校生徒が

バスケットボール競技、水泳競技、新体操競技に出場しまし
た。高いレベルの中で、みんなそれぞれに頑張っていました。バスケットボール競技では準優勝
し東北大会出場を決めました。おめでとうございます！
【バスケットボール男子（玉川中・植田中合同チーム）】いわき市総合体育館・南部アリーナ
準優勝（玉川中選手）髙萩翔太 吉坂健太 髙萩青空 髙萩龍太
○ 1回戦：対中村一中 94－38で勝利 2回戦：対信陵中 78－56で勝利
○ 準決勝：対坂下中 65－62で勝利 決勝：対郡山三中 38－80で敗退
【水泳】郡山しんきん開成山プール
〇 飯島翔吾 男子200ｍ自由形予選 第16位

男子400ｍ自由形予選 第15位
【新体操】宝来屋郡山総合体育館
○ 佐藤杏花菜 個人総合 第12位

（フープ 第11位、リボン 第12位）

第６１回福島県吹奏楽コンクール（８月５日）
第61回福島県吹奏楽コンクールがいわきアリオスで行われ、本校吹奏楽部がいわき支
部代表として出場しました。これまで練習でやってきたことを全て発揮して本番では堂
々と自分たちの演奏を披露しました。演奏を終えてステージを降りてきた生徒たちはみ
んな清々しい表情でした。結果は「銅賞」で目標には届きませんでしたが、高いレベル
の中で、いわき市の代表としてよく頑張りました。県大会出場の経験を次に生かしてほしいと思います。

東北中体連総合大会バスケットボール競技（８月９日）
東北大会へ出場したバスケットボール男子は、福島県の代表として持てる力を出し切り頑張り

ました。予選リーグで惜しくも敗れてしまいましたが、本校から東北で活躍する団体チーム
が出たことを大変嬉しく思うと同時に本校の誇りでもあります。この経験を生かし今後もさ
らに活躍してほしいと思います。
【東北大会出場メンバー】髙萩翔太 吉坂健太 髙萩青空 髙萩龍太
【結 果】 予選リーグ：対前沢中（岩手）54－55で惜敗 対横手南中（秋田）56－79で惜敗


